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『「遺伝性がん」から「環境がん」そして、「がん哲学」へと 〜「不連続の連

続性」〜 

』 

 

2022年8月28日、代表：古川和子 氏の招待で【「アスベスト患者と家族の会連

絡会西日本支部」＆「堺アスベストネットワーク」共催の講演会『人生の目的

～品性の完成』】に赴いた（堺市総合福祉会館に於いて、画像1）。 医師、看

護師、市議会議員、市役所職員も参加されていた。 第一部は 野崎朋未 氏（映

像デイレクター）による『身近なところにアスベスト』の講演、休憩時間『ア

スベスト写真展』、そして、第二部で筆者は、講演『人生の目的 ～ 品性の完

成』の機会を与えれらた。 会場から多数の質問を頂いた。 早速、『参加者の

方から「今日は来て良かった」とのお言葉をたくさん頂戴しました。 樋野先生

の講演もさることながら、先生のお人柄にも感動されていました。』、「講演

を聴かせていただき、感謝しています。 先生の豊富な知識に、驚きました。 患

者さんやご家族のために、引き続きご活躍をお願い致します。」、「本日は貴

重なご講演を有り難うございました。皆さんも大変喜んでおります。」などな

ど、心温まるメールが届いた。 大いに感動した。 

 

【樋野興夫 先生は、遺伝性腎発がんラットの原因遺伝子(Tsc2)を同定し、進行

過程で高発現してくる新規遺伝子(Erc)を発見し、Erc 遺伝子産物は、血中に分

泌され、血液診断に使用できることを明らかにした。 ERC は、肺、心臓、胃腸、

肝臓などの臓器を包む胸膜・腹膜・心膜などの膜の表面をおおっている中皮細

胞が作り出す、糖タンパク質である。 この ERC タンパク質は、切断された 40kDa

の C 末側領域はその C 末端に GPI アンカー領域を含むことから細胞膜に結合し

た形で残るが、一方、N末側の 31ｋDa 断片は可溶性タンパク質として細胞外に

分泌される。 そこで、樋野興夫 先生は、この 31ｋDa 断片に着目し、これを検

出する ELISA (酵素結合免疫検査) 測定キットの開発を行った。 そして、樋野

興夫 先生は、2005 年日本で初めて『アスベスト・中皮腫外来』を開設し、早期

発見・治療を目的とした検診体制の構築した（画像 2,3）。 さらに、― 2008

年、医療者の立場からの「がんの知識」の提供ではなく、医療現場と患者、そ

の家族の間にある「隙間」を埋める「対話の場」として順天堂大学で『がん哲

学外来』を開設した。 ―『がん哲学』は、人間そのものについて考える人間学



であり、『がん哲学外来』とは、がんにまつわる治療の不安から人間関係の悩

みまで、あらゆる相談に「対話」で患者さんの悩みを「解消」する手法である。 

このように、樋野興夫 先生は、『純度の高い専門性と社会的包容力』をもって、

『遺伝性がん』から『環境がん』そして、『がん哲学』へと「不連続の連続性」

で、先進されている。】と、最近、励ましの紹介文を頂いた。 今回は、『人生

は 不思議な出会いの 連続である』を実感する『堺市のへ旅』となった。 
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